


23



45



67



長島町で働ける求人情報！

・２月１日～２月２９日ハローワーク出水で掲載受理された求人です。

・応募するにはハローワークからの紹介状が必要となります。求人の詳細に

ついてはハローワーク出水にお尋ねください。
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２
日

３
日

５
日
～
６
日

７
日

９
日

10
日

12
日
～
13
日

　

14
日

　
　

　

15
日

　
　

　

16
日

　

18
日

　　

19
日

　
　

　

20
日

　
　

　

21
日

　

22
日

　

23
日

　

26
日

　

27
日

　

28
日

　

29
日

獅
子
島
ウ
ォ
ー
ク
２
０
２
０　
　
（
獅
子
島
）

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
い
ず
み
農
政
協
議
会
・
懇
親
会

（
出
水
市
）

三
県
架
橋
要
望
活
動　
　
　
　
　
（
東
京
都
）

県
国
保
連
合
会
理
事
会　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

県
原
子
力
防
災
訓
練　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

町
長
相
談（
た
ば
こ
組
合
）　　
　
　
（
役
場
）

鹿
児
島
県
森
林
整
備
公
社
理
事
会（鹿

児
島
市
）

離
島
振
興
懇
談
会　
　
　
　
　

離
島
セ
ン
タ
ー
理
事
会
・
臨
時
評
議
員
会

離
島
架
橋
関
係
自
治
体
連
絡
会

全
国
水
産
業
振
興
対
策
協
議
会
・
懇
親
会

（
東
京
都
）

県
土
改
連
第
３
回
理
事
会　
　

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
定
例
会

治
山
林
道
協
会
理
事
会
・
懇
親
会（
鹿
児
島
市
）

原
子
力
委
員
と
地
元
関
係
者
と
の
意
見
交
換
会

（
薩
摩
川
内
市
）

か
ご
し
ま
長
島
会　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

ふ
れ
あ
い
・
な
が
し
ま
軽
ト
ラ
市

（
町
総
合
町
民
体
育
館
駐
車
場
）

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
理
事
会（
出
水
市
）

人
権
擁
護
委
員
感
謝
状
贈
呈
・
懇
親
会（
鷹
巣
）

国
保
運
営
協
議
会　
　
　
　
　
　
　

健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会　
　
　
　
（
役
場
）

県
浄
化
槽
セ
ミ
ナ
ー

市
町
村
長
研
修
会
・
町
村
会
定
期
総
会

過
疎
地
域
自
立
促
進
協
議
会
臨
時
総
会

さ
つ
・
長
・
湧
水
連
絡
会
議
・
懇
親
会

（
鹿
児
島
市
）

市
町
村
総
合
事
務
組
合
議
会
定
例
会

国
保
連
合
会
通
常
総
会　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

県
下
一
周
駅
伝
合
同
解
団
式　
　
　
（
鷹
巣
）

だ
ん
だ
ん
市
場
10
周
年
創
業
祭

（
だ
ん
だ
ん
市
場
）

認
定
こ
ど
も
園
さ
す
え
発
表
会

（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

ぐ
る
っ
と
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
現
場
確
認（
町
内
）

自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
総
会
・
懇
親
会

（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

九
州
経
済
産
業
局
長
打
ち
合
わ
せ（
福
岡
市
）

介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
委
員
会　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会（
役
場
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
会
議　

（
役
場
）

風
の
杜
こ
ど
も
園
新
園
舎
落
成
式　
（
川
床
）

２月

　航空事故に巻き込まれた県知
事と小学生が奇妙な二人三脚生
活を始めることになる・・・

　世界のいろいろなスポーツの
「面白い」と「なるほど」が詰まっ

た１冊です。

　

ア
ダ
ム
・
ス
キ
ナ
ー　

著

「
知
っ
て
た
？　
　
　
　

世
界
の
ス
ポ
ー
ツ
」

濱
野
　
京
子
　
作

　
「
県
知
事
は
小
学
生
？
」

梅
の
枝
荒
れ
果
つ
る
空
き
家
の
横
上
り
墓
前
に
和
み
出
水

灘
眺
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

天
高
く
如
月
の
庭
に
残
る
花
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
の
朱
の
明

る
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樫
平　

頼
子

寸
高
き
豌
豆
に
目
白
ら
も
ぐ
り
ゐ
て
二
月
の
ハ
ウ
ス
に
初

雪
の
積
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
尾　

和
子

枝
垂
れ
梅
花
開
き
た
り
如
月
の
庭
に
い
さ
さ
か
明
る
さ
兆

す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
之
下
典
子

わ
が
行
く
方
へ
銀
杏
落
葉
は
吹
か
れ
ゆ
き
競
争
す
る
が
に

シ
ル
バ
ー
カ
ー
押
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
山
タ
マ
エ

あ
れ
こ
れ
と
想
ふ
こ
と
の
み
多
か
り
て
ま
ま
な
ら
ぬ
わ
が

身
を
託
つ
日
に
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
美
代
子

か
す
れ
ゆ
く
己
の
視
力
か
き
立
て
て
何
を
見
ん
と
す
届
き

し
町
報　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

濵
畑　

松
枝

わ
が
育
て
胡
瓜
手
に
持
て
ば
ち
く
ち
く
と
痛
み
を
感
ず
緑

に
光
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

［
短
歌
］

梅
椿
ウ
グ
イ
ス
鳴
い
て
春
便
り
桜
咲
い
た
ら
花
見
の
宴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　

貢

流
れ
行
く
川
辺
に
立
ち
し
白
鷺
は
冷
た
き
風
に
も
身
動
ぎ

も
せ
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

如
月

来
る
た
び
に
手
伝
う
孫
は
料
理
好
き
食
べ
る
み
ん
な
は
時

を
忘
れ
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

冬
枯
れ
の
庭
に
み
ど
り
の
か
つ
お
菜
の
は
ゆ
る
強
き
を
夕

餉
に
い
た
だ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤
ヨ
シ
エ

白
菜
の
白
さ
に
見
と
れ
暫
し
の
ち
ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ
鍋
ひ
と

り
の
夕
餉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

母
木　

良
平

生
れ
来
て
何
事
な
る
も
良
い
事
を
人
に
好
れ
て
名
を
残
す

な
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

［
俳
句
］

す
こ
し
だ
け
お
ゝ
み
そ
か
ち
か
づ
き
ね
ん
が
じ
ょ
う
か
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
方　

清
明

背
が
伸
び
て
小
さ
き
制
服
春
を
待
つ　
　
　

肥
後　

広
行

初
御
空
明
け
て
令
和
の
日
が
昇
る　
　
　
　

二
階
堂
恵
子

門
松
の
色
鮮
や
か
に
客
迎
ふ　
　
　
　
　
　

関　

佳
代
美

去
年
今
年
時
の
流
れ
に
染
み
染
み
と　
　
　

関　

喜
久
雄

空
き
家
の
庭
セ
ン
サ
ー
の
灯
り
点
る
冬　
　

大
堂　

正
弘

お
ろ
が
め
る
岬
の
古
墳
初
茜　
　
　
　
　
　

淵
脇　
　

護

初
鶴
の
遠
音
寿
ぐ
母
郷
か
な　
　
　
　
　
　

白
男
川
孝
仁

新
札
に
付
く
る
折
り
目
や
お
年
玉　
　
　
　

迫
口　

君
代

ふ
る
さ
と
や
ど
の
道
行
く
も
初
景
色　
　
　

二
階
堂
妙
子

夜
明
け
前
初
漁
の
旗
騒
ぎ
だ
す　
　
　
　
　

山
嵜
加
代
子

初
出
荷
積
み
込
む
鶏
や
気
合
い
入
れ　
　
　

大
堂　

早
苗

鍋
の
柄
の
挿
げ
替
え
終
え
て
年
新
た　
　
　

脇
田　

武
志
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令
和
２
年
度
移
動
年
金
相
談

　

年
金
加
入
記
録
の
確
認
や
年
金

請
求
、
受
給
額
確
認
な
ど
の
相
談

を
、
年
金
事
務
所
の
職
員
が
応
え

ま
す
。

　

令
和
２
年
度
に
つ
い
て
は
、
次

の
と
お
り
計
画
し
て
い
ま
す
。

○
開
催
日
・
場
所

　

・
４
月
９
日
（
木
）

　
　

指
江
庁
舎
１
階
住
民
相
談
室

　

・
６
月
４
日
（
木
）

　
　

役
場
３
階
庁
議
室

　

・
８
月
13
日
（
木
）

　
　

指
江
庁
舎
１
階
住
民
相
談
室

　

・
10
月
８
日
（
木
）

　
　
　

役
場
３
階
庁
議
室

　

・
12
月
17
日
（
木
）

　
　

指
江
庁
舎
１
階
住
民
相
談
室

　

・
令
和
３
年
2
月
４
日
（
木
）

　
　

役
場
３
階
庁
議
室

※
年
金
相
談
は
、
完
全
予
約
制
で

す
。
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
開
催
時
間

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
3
時
30
分

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
町
民
保
健
課
年
金
係

　

☎
（
86
）
１
１
５
７

浄
化
槽
が
無
償
譲
渡
さ
れ
ま
す

　

平
成
24
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
た

「
長
島
町
浄
化
槽
事
業
に
関
す
る

条
例
」
に
よ
り
町
が
管
理
し
て
い

る
浄
化
槽
の
う
ち
設
置
後
10
年
を

経
過
し
た
も
の
を
個
人
な
ど
へ
無

償
で
譲
渡
し
ま
す
。

　

譲
渡
後
は
個
人
の
管
理
に
な

り
、
浄
化
槽
の
保
守
点
検
や
清

掃
、
水
質
検
査
は
個
人
で
専
門
の

業
者
へ
依
頼
し
て
い
た
だ
く
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
か
ら
無
償
で
譲
渡

を
開
始
し
ま
す
。
対
象
者
に
は
順

次
ご
連
絡
し
ま
す
。

　

合
併
前
に
設
置
し
た
浄
化
槽
も

対
象
と
な
り
ま
す
。

○
設
置
後
10
年
を
経
過
し
た
も
の

　

令
和
２
年
度
か
ら
無
償
譲
渡

○
平
成
22
年
度
設
置
分

　

令
和
３
年
度
か
ら
無
償
譲
渡

○
平
成
23
年
度
設
置
分

　

令
和
４
年
度
か
ら
無
償
譲
渡

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
水
道
課
下
水
道
係

　

☎
（
88
）
５
６
６
４
［
直
通
］

特
別
弔
慰
金
支
給

　

戦
没
者
な
ど
の
尊
い
犠
牲
に

思
い
を
い
た
し
、
国
と
し
て
改
め

て
弔
慰
の
意
を
表
す
る
た
め
、
戦

没
者
な
ど
遺
族
の
代
表
者
一
人
に

特
別
弔
慰
金
を
支
給
し
ま
す
。

○
支
給
対
象
者

　

令
和
２
年
４
月
１
日
に
お
い

て
、
戦
没
者
な
ど
に
係
る
公
務
扶

助
料
、
遺
族
年
金
な
ど
の
年
金
給

付
を
受
け
る
権
利
者
が
い
な
い
遺

族
の
う
ち
、
代
表
者
一
人

※
「
遺
族
」
と
は
、
戦
没
者
な
ど

の
死
亡
当
時
に
す
で
に
生
ま
れ
て

い
た
遺
族
（
子
は
戦
没
者
な
ど
の

死
亡
当
時
の
胎
児
を
含
む
）
で
、

三
親
等
内
親
族
に
限
ら
れ
、
法
律

に
よ
り
支
給
順
位
や
要
件
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

○
支
給
内
容

　

額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記

名
国
債

○
請
求
期
間

　

４
月
１
日
か
ら

　
　
　

令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

（
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
特
別
弔
慰

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
）

○
請
求
先

　

役
場
福
祉
事
務
所
、
指
江
庁
舎

総
合
管
理
課

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
福
祉
事
務
所
老
人
福
祉
係

　

☎
（
86
）
１
１
４
６
［
直
通
］

町
文
化
協
会
新
規
加
入
団
体
募
集

　

町
文
化
協
会
で
は
、
地
域
で
自

主
的
に
文
化
活
動
に
取
り
組
む
団

体
を
対
象
に
、
新
規
加
入
団
体
を

募
集
し
ま
す
。

　

町
文
化
協
会
で
は
、
①
町
内
各

文
化
グ
ル
ー
プ
の
相
互
の
連
携

②
地
域
に
根
ざ
し
た
文
化
活
動
の

展
開
③
創
る
文
化
活
動
を
促
進

④
町
の
芸
術
文
化
の
振
興
に
寄
与

す
る
こ
と
―
を
目
的
に
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

　

11
月
に
開
催
す
る
町
総
合
文
化

祭
へ
の
参
加
の
ほ
か
、
研
修
を
兼

ね
た
県
主
催
文
化
事
業
へ
の
参
加

な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

新
規
加
入
を
希
望
す
る
団
体

は
、
４
月
中
旬
に
登
録
を
行
い
ま

す
の
で
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
（
88
）
６
５
０
０
［
直
通
］

「
高
齢
者
学
級
」
募
集　

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
各
集
落

の
老
人
ク
ラ
ブ
ご
と
に
仲
間
づ
く

り
、
健
康
づ
く
り
な
ど
を
目
的
と

し
た
高
齢
者
学
級
の
開
設
を
募
集

し
ま
す
。

　

学
習
内
容
は
、
趣
味
・
教
養
、

生
活
、
健
康
、
福
祉
、
ス
ポ
ー
ツ

活
動
な
ど
の
学
習
を
学
級
単
位
で

行
う
も
の
で
す
。
活
動
の
や
り
方

に
つ
い
て
は
相
談
に
応
じ
ま
す
の

で
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
学
習
規
模

　

一
回
２
時
間
以
上
、
年
10
回
程
度

○
開
設
期
間

　

４
月
１
日
か
ら

令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で

○
条
件

　

・
15
人
程
度
の
学
級
生
を
確
保

　

で
き
る
こ
と

　

・
学
習
内
容
を
自
主
的
に
編
成

　

で
き
る
こ
と

○
申
込
期
限
＝
４
月
30
日
（
木
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
（
88
）
６
５
０
０
［
直
通
］

「
生
涯
学
習
学
級
」
募
集

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
自
主
的

に
企
画
や
運
営
を
す
る
生
涯
学
習

学
級
の
開
設
を
希
望
す
る
団
体
・

グ
ル
ー
プ
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

　

学
習
内
容
は
、
地
域
お
こ
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
趣
味
・
教
養
、

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
の
活
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２
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３
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３
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４
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０
０
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名義変更などの手続きはお早めに
　軽自動車税（種別割）は毎年４月１日時点に登録されている軽自動車
などに課税されます。
名義変更、廃車などの手続きは早めに済ませてください。

◎問い合わせ先
　役場税務課軽自動車税係　☎（86）1172［直通］

車両の種類 手続き場所

○原動機付自転車
　（125cc 以下のバイク）
○小型特殊自動車
○ミニカー

役場税務課（鷹巣）
総合管理課（指江）

○軽自動車（四輪）
○軽自動車（二輪）
　（125cc 超え 250cc 以下）
○小型二輪（250cc 超え）

購入先業者または
点検整備を受ける

整備工場など

Tax News
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学校巡回バイオリン体験教室

音
　２月６日と７日の２日間、町内の小中学校で、
バイオリン体験教室がありました。
　今回は長島中学校、平尾中学校、獅子島小中学
校で行われ、県内各地で体験教室を開催している

「バイオリンひまわりプロジェクト」の４人の講
師が訪れました。
　長島中学校（大迫修校長・84 人）では、１年
生 25 人が参加。初めて触れるバイオリンに苦戦
の生徒たちでしたが、弦の押さえ方や弓の扱い方
など、講師から手ほどきを受けると、徐々にきれ
いな音が出るようになりました。
　瀬ノ口倖

こ う き

輝さんは「身近にない楽器だが、実際
に弾くことで興味を持てた」と笑顔で話しました。

楽の楽しさにふれる

↑将来への決意を宣誓する山下さん

各中学校で立志式

標掲げ決意新た目
　２月上旬、町内の各中学校で２年生を対象に立
志式がありました。
　平尾中学校（屋田光章校長・31 人）では３日、
保護者も見守る中、生徒 13 人が将来への志と決
意を発表。教壇の前で、一人ずつ色紙に書いた立
志の決意を表す漢字を読み上げ、実現へ向けて取
り組む目標を掲げました。
　このほか、同校卒業生からの講話があり、生徒
らは聴き入っていました。
　山下隆之介さんは「読書する習慣を身に付けて、
将来に役立てたい」と話しました。

↑川添町長に苗木を手渡す吉井代表（写真左から２人目）

NPO 法人が桜の苗木を寄贈

観づくりを応援景
　２月４日、NPO 法人「How To 21 Club」（出水
市）が本町へ桜の苗木を寄贈しました。
　同法人は環境問題に関する活動を展開してお
り、この一環として、町内の天ぷら油の回収と再
利用をしています。今回は活動の協力に対するお
礼として、町への寄贈となりました。
　吉井秀之理事長は「長年町民総出で取り組む長
島の景観づくりに感動している。苗木も役立てて
ほしい」と話しました。
　寄贈された桜はヒマラヤザクラ１本とイズノオ
ドリコ２本で、行人岳線の沿道に植栽されました。

↑艦船からゴムボートに移り、小浜港に輸送される住民ら

↑テントの前で記念撮影する会員や職員

ホールインワン基金

ント２張を寄贈テ
　２月 13 日、県グラウンド・ゴルフ協会（福山
忍会長）が町社会福祉協議会にテント２張を寄贈
しました。
　これは同協会の会員がプレー中にホールインワ
ンを達成するごとに寄付をするホールインワン基
金の一環です。テントは今後、町内のイベントや
災害時などで活用される予定です。
　町保健福祉センターで行われた贈呈式で中納武
徳会長は「福祉の充実した町づくりに貢献してい
きたい」と話しました。↑鷹巣小の取り組みを発表する濵村さん（写真中央）

出水地区学校保健研究協議会

康教育について意見交換健
　２月 12 日、町文化ホールで、第 39 回出水地
区学校保健研究協議会がありました。
　これは、出水地区の学校保健向上を図るため、出
水市、阿久根市と合同で毎年行っているものです。
当日は学校関係者や保護者など約 220 人が参加し、
健康教育についての発表や協議がありました。
　鷹巣小 PTA の濵村健太さんは親子で行事や課
題に挑戦し、健全な児童を育成する取り組みを発
表。参加者から活発な質疑があり、意見交換され
ました。

令和元年度原子力防災訓練

策強化、意識向上図る対
　地震によって九州電力川内原子力発電所で事故
が発生した場合を想定した原子力防災訓練が２月
９日、県内９市町でありました。
　本町では、地元住民や消防団員などが参加し、
災害対策本部の設置・運営や屋内避難訓練などが
行われました。
　実働訓練では、潟地区が孤立化したことを想定
し、海上自衛隊艦船で住民らを潟漁港から小浜港
まで輸送。連携や安全管理が確認されました。
　参加した山門野分団の平藪隆廣さんは「防災へ
の意識が高まった」と気を引き締めました。

↑講師から指導を受けて演奏に挑戦する生徒
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だんだん市場 10 周年創業祭

特
　２月 22 日と 23 日の２日間、道の駅「黒之瀬
戸だんだん市場」がオープン 10 周年を迎えた記
念の大創業祭を同駅で開催しました。
　期間中は海産物の特売や赤土ジャガイモの詰め
放題、各団体の出店などがあり、地元住民や観光
客などが詰め掛け、大いににぎわいました。
　記念式典では、指定管理者である株式会社長島
物産館の礒永秀生社長が、感謝を込めて川添町長
に町内の景観美化に対して目録を贈呈しました。
　そのほか、敷地内に設けられた特設ステージで
は、芸能ショーが行われ、会場を盛り上げていま
した。

売などで活気

↑出場した本町の選手たち

三県少年サッカー大会

ッカー交流で架橋推進サ
　２月 15 日と 16 日の２日間、苓北町麟泉運動
公園（熊本県天草郡苓北町）で三県少年サッカー
大会がありました。
　この大会は、鹿児島・長崎・熊本三県の少年サッ
カーチームによる交流イベントで、地域間の交流・
連携で三県架橋の必要性を PR するために行われ
るものです。
　本町からは浦底悠伸君（浦底）、平田綜時君（山
寺）、平田綜偉君（山寺）、岩下宝治郎君（三船）
の４人が出場。鹿児島県チームの一員として、活
躍しました。

↑感謝状を手にする下平さん（写真中央）

法務大臣感謝状を受賞

権擁護委員として長年従事人
　人権擁護委員の下平隆康さん（矢堂）の法務大
臣感謝状贈呈式が２月 18 日に役場で行われ、鹿
児島地方法務局川内支局の吉村和浩支局長から感
謝状が伝達されました。
　下平さんは、平成 22 年に人権擁護委員として
委嘱されてから今回の退任までの９年３カ月間、
特設人権相談や町内の小中学校における人権教室
の開催、人権の花運動などを通して人権意識の向
上に貢献されました。この長年の功績を認められ、
今回の受賞となりました。

↑特産品などを買い求める来場者

↑関係者の手によって植え付けられる苗木

↑認定証を取得し、地域防災貢献を志す隊員

椿妃隊が応急手当指導員認定証取得

命率向上目指す救
　防火広報活動などを中心に活動している長島町
消防団女性消防隊員（椿妃隊）が応急手当に関す
る基礎知識や実技、模擬講習などを計 24 時間か
けて受講し、２月 19 日に応急手当指導員認定証
を取得しました。
　今後は消防機関が行う町民を対象とした救命講
習の指導を行うことができます。
　交付を受けた西崎ゆかり隊長は、「町の救命率
向上のために貢献していきたい」と力強く抱負を
述べました。↑川添町長に受賞報告したメンバーたち

チアダン少年団が特別賞

出場で堂々の演技初
　 長 島 町 チ ア ダ ン ス ス ポ ー ツ 少 年 団「Cheers 
GEM」が２月 24 日に福岡市民体育館で行われた

「USA Regionals2020 九州大会」に出場し、特別
賞のグッドスピリット賞を受賞しました。
　今大会は各県から 116 チームがエントリー。
同チームにとって初となる大規模な大会でした
が、メンバーは気負うことなく見事な演技で会場
を沸かせました。
　鷹巣小６年の川中美梨亜さんは「初出場で受賞
できて最高にうれしい。支えてくれた人たちに感
謝」と喜びました。

町出身者が桜の苗木 500 本寄贈

観づくりに賛同景
　１月中旬、京都市に住む川畑多恵子さんから桜
の苗木 500 本が本町に寄贈されました。
　これは多恵子さんの夫・故清勝さん（福ノ浦出
身）が生前、本町の景観づくりに賛同したもので、
寄贈された苗木はソメイヨシノ 350 本、ヤエザ
クラ 100 本、シダレザクラ 50 本です。
　苗木は２月中に行人岳線の沿道や希望された各
集落に植栽されました。
　今後、桜が町内のあちこちに咲き誇り、春を彩
る新名所になることが期待されます。
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10,360 (+ ４)
  5,033 (+ ８)

5,327 (- ４)
  4,493 (+ １)

令和２年２月 29日現在
(　) 内は前月比
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以下のいずれかに該当するかたはご相談ください。
　・風邪の症状や 37.5 度以上の発熱が４日以上続くかた
　・強いだるさや息苦しさがあるかた
◎問い合わせ先　出水保健所　☎（62）1636



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）
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■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○長島クリニック88-6405
○内山病院 73-1551
○市川医院 63-3151
○吉井中央病院 62-3111
○楠元内科医院（歯科）79-3351
□しおかぜ薬局 88-6011
□本町薬局 73-3233
□第二緑調剤薬局 63-1177
□マリン薬局 63-6678
◇出水総合医療センター67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

◎１歳６カ月児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○鷹巣診療所 86-0054
○鶴見医院 73-0553
○広瀬産婦人科医院 62-1559
○クリニック．なかむら 62-0241
○しお歯科医院 67-5844
□長島調剤薬局 64-5555
□上野薬局 72-1016
□ふれあい薬局 63-3070
□かしま薬局 63-3970
◇こどもクリニック永松64-1500

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎母子相談（２カ月）
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油（獅子島）

○平尾診療所 88-2595
○しみずこども医院 68-0633
○恒吉医院 82-0048
○三慶医院 63-2333
○あくね歯科医院 72-0556
□すくすく薬局 72-5010
□タカラ調剤薬局 62-8813
◇しみずこども医院 68-0633

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害　（獅子島）

■燃えるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

昭和の日

○長島クリニック88-6405
○門松医院 64-6100
○おかだクリニック 63-7011
○せき耳鼻咽喉科クリニック64-1187
○石沢歯科医院 84-4411
□しおかぜ薬局 88-6011
□ゆうゆう薬局 73-2907
□メープル薬局 62-9292

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

祝日には、国旗を掲げましょう！

○鷹巣診療所 86-0054
○いまむらクリニック 73-1700
○平田整形外科クリニック 62-8801
○野田診療所 84-2023
○白男川歯科医院 63-0009
□長島調剤薬局 64-5555
□市民調剤薬局 68-0150
□ひまわり薬局 62-6070
□野田調剤薬局 84-2856
□会営薬局 64-8280
◇出水総合医療センター67-1611

●４月 29日は昭和の日です。
　昭和の日は「激動の日々を経て、復興を遂げた昭和の時代を顧み、国の将来に思い
をいたす」ことを趣旨としています。
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